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主催：厚生労働省

第6回 厚生労働省

ICFシンポジウム

生活機能分類の活用に向けて
～具体的活用事例～

International Classification of Functioning, Disability and Health (WHO)

ICF は、WHO-FIC（世界保健機関国際統計分類）
における中心分類の一つです

I C F ＝ 国 際 生 活 機 能 分 類

ICF

平成29年3月18日［土］13:00～17:00
会場：スクワール麹町　東京都千代田区 麹町6－6

���



���



���



���



���



���



���



����



����



����



����



����



����



����



����



����



����



����



����



●協力
公益社団法人 日本医師会
一般社団法人 日本病院会日本診療情報管理学会
公益社団法人 日本看護協会
公益社団法人 日本リハビリテーション医学会
公益社団法人 日本理学療法士協会
一般社団法人 日本作業療法士協会
一般社団法人 日本言語聴覚士協会
日本脊髄障害医学会
ソーシャルケアサービス従事者研究協議会
公益財団法人 テクノエイド協会
公益社団法人 日本医療社会福祉協会
一般社団法人 日本介護支援専門員協会
公益社団法人 日本介護福祉士会
一般社団法人 日本社会福祉教育学校連盟
公益社団法人 日本社会福祉士会
一般社団法人 日本社会福祉士養成校協会
公益社団法人 日本精神保健福祉士協会
日本保健医療福祉連携教育学会
公益社団法人 日本障害者リハビリテーション協会
特別非営利活動法人 日本ソーシャルワーカー協会
一般社団法人 日本在宅医学会
日本在宅ケア学会

●協賛
一般財団法人 厚生労働統計協会

厚生労働省
政策統括官付参事官付
国際分類情報管理室
〒100-8916　東京都千代田区霞が関1-2-2　
TEL 03-5253-1111（内線7493）

シンポジウム事務局
（オスカー・ジャパン株式会社内）
〒181-0013　東京都三鷹市下連雀3-35-1　ネオ・シティ三鷹
TEL 0422-24-6817　FAX 0422-24-6812
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(community based care) integrated care

Community based care integrated care

Community-based integrated care

Community-based care

• Community-based care

Integrated care

• Integrated care care

1 T. Plochg NS. Klanzinga Community-based integrated care: myth or must? International Journal for Quality in Health Care 
14:91-101:2002
2 T. Plochg Building a Tower of Babel in health care? Theory & practice of community-based integrated care International 
Journal of Integrated Care. 6 e21 2006
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integrated care

• integrated care

Ouwens et al. 2005 13
8

•
2 2

1

Ellrodt et al. 1997

integrated care

LTMC

A Rogers, I Vassilev, C Sanders, et al. Social networks, work and network-based resources for the management of long-term conditions: a framework and 
study protocol for developing self-care support. Implementation Science 2011, 6:56

ICF

•

•

Chronic care model

Bodenheimer, Wagner and Grumbach, 2002

ICF

GP

/

A Rogers, I Vassilev, C Sanders, et al. Social networks, work and network-based resources for the management of long-term conditions: a framework and 
study protocol for developing self-care support. Implementation Science 2011, 6:56
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H27 H28

H28 ICF
Dr Debra de Silva(2011). ‘Evidence: helping people help themselves: a review of the evidence considering whether it is 
worthwhile to support self-management’ Health Foundation, Figure 1: Continuum strategies to support self 
management, viii
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ICF

2011 5 .
2 3 1,117

.
800

.

1326
822
505

0 3 35 5
6 6

SD 4 7

WISC- Wechsler Intelligence Scale for Children-Fourth Edition
K 2001

WISC- Wechsler Intelligence Scale for Children-Third Edition
K-ABC Kaufman Assessment Battery for Children
WPPSI Wechsler Preschool and Primary Scale of Intelligence
WAIS- Wechsler Adult Intelligence Scale-Third Edition
DN-CAS Das-Naglieri Cognitive Assessment System
WMS-R Wechsler Memory Scale-Reviced
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by  Prof. Martin T. Stein

2.5

1.

2.

3. 

4.      ( )

5.       

6.       

7.        

8.       

9.

10.       

11.       

ESSENCE-Q-MOD. modified from reference 1,2
1 Gillberg C (2012) The ESSENCE-Q. www.gnc.gu.se, 2 Hatakenaka Y, Fernell E, Sakaguchi
M, Ninomiya H, Fukunaga I, Gillberg C. ESSENCE-Q - a first clinical validation study of a new 
screening questionnaire for young children with suspected neurodevelopmental problems 
in south Japan.Neuropsychiatr Dis Treat. 2016 Jul 14;12:1739-46.

Gillberg

,
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204, 190, 394 ) A C

C 207, 200, 407 ) or ART
D ( 109, 99, 208 )
A ( 22, 29, 51 ) A C

d410-d429), d450-d469)

Miyamura K, Hashimoto K, Honda M. Validity and reliability of Ability for 
Basic Movement Scale for Children (ABMS-C) in disabled pediatric patients. 
Brain Dev 2011;33:508-11.

A 95 )
394 ) A C

C 407 ) or ART
D (208 )
A C (51 ) A C

A 95 )
394 ) A C

C 407 ) or ART
D (208 )
A C (51 ) A C

A 95 )
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D (208 )
A C (51 ) A C
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A 95 )
394 ) A C

C 407 ) or ART
D (208 )
A C (51 ) A C

A 95 )
394 ) A C

C 407 ) or ART
D (208 )
A C (51 ) A C

0.9999 0.9999

*Mann-Whitney U p<0.05
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ART

*Mann-Whitney U

Hashimoto K, Ogawa K, Horikawa R, Ikeda N, Kato K, Kamide A, Sago H. Gross motor 
function and general development of babies born after assisted reproductive 
technology. J Obstet Gynaecol Res. 2016;42:266-72.

ART ,
,

.

, ,

,
.

d430-d449), d450-d469)

Hashimoto K, Miyamura K, Honda M. Evaluation of Ability for Basic 
Movement Scale for Children Type T (ABMS-CT) in disabled children. 
Brain Dev 2012;34:349-53.
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, 2010

(d550), (d560)

Kamide A, Hashimoto K, Miyamura K, Honda M. Assessment of feeding and 
swallowing in children: Validity and reliability of the Ability for Basic Feeding 
and Swallowing Scale for Children (ABFS-C). Brain Dev 2015;37:508-14.

PHP 2010
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(d310-d329), (d330-d349), (d350)
(d710-d729)

d450-d469), (d510-d599), 
(d610-699), (d810-d839), 

(d910-d999)

d450-d469), (d510-d599), 
(d610-699), (d810-d839), 

(d910-d999)
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リハビリ領域でのICFに基づく
全般評価システムの作成と臨床活用

園田 茂
藤田保健衛生大学七栗記念病院

向野雅彦、才藤栄一
藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学 I講座

第6回厚生労働省 ICF シンポジウム
生活機能分類の活用に向けて~具体的活用事例~

ICFの普及を阻む点

項目の多さ
定義の複雑さ
評点のつけにくさ

ICFの臨床への普及・利用促進

ICF評価set (日本版)作成

普及のための2つの取組

既存scaleを用いた情報
収集systemの構築

ICFの評点容易化

対策

ICFの普及を阻む点

項目の多さ
定義の複雑さ
評点のつけにくさ

ICFの臨床への普及・利用促進

ICF評価set (日本版)作成

普及のための2つの取組

既存scaleを用いた情報
収集systemの構築

ICFの評点容易化

対策

ICF評価set (日本版)作成

• 目的
1400以上の項目から
日本のリハに必要な項目を選定

• 配慮点
リハ分野での国際共同研究との整合性: ICFコアセット
普及しやすさ:リハ総合実施計画書との連動

b130 活力と欲動の機能 *
b134 睡眠機能
b152 情動機能 *
b280 痛みの感覚 *
b455 運動耐容能
b620排尿機能
b640 性機能
b710 関節の可動性の機能
b730 筋力の機能
d230 日課の遂行 *
d240 ストレスとその他の心理的要求への対処
d410 基本的な姿勢の変換
d415 姿勢の保持
d420 移乗
d450 歩行 *
d455 移動 *
d465 用具を用いての移動
d470 交通機関や手段の利用
d510 自分の体を洗うこと
d520 身体各部の手入れ
d530 排泄
d540 更衣
d550 食べること
d570 健康に注意すること
d640 調理以外の家事
d660 他者への援助
d710 基本的な対人関係
d770 親密な関係
d850 報酬を伴う仕事 *
d920レクリエーションとレジャー

分野横断的なICFコアセット
Rehabilitation set

• Arch Phys Med Rehabil 2016; 97: 875-84

・一般セット
(*)は全て含
まれている

日本のリハ医療への普及の
リハビリテーション総合実施計画書
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ICF評価セット(日本版)項目

• 国際(ICFリハset) + 国内(リハ総合実施計画書網羅)

評価項目の概要

b110 意識機能
b114 見当識機能
b140 注意機能
b144 記憶機能
b156 知覚機能
b167 言語に関する精神機能
b260 固有受容覚
b265 触覚
b270 温度やその他の刺激に関連した感覚機能
b410 心機能
b440 呼吸機能
b510 摂食機能
b525 排便機能
b760 随意運動の制御機能
b765 不随意運動の機能
b810 皮膚の保護機能
d175 問題解決
d310 話し言葉の理解
d330 話すこと
d870 経済的自給
d910 コミュニティライフ

e115 日常生活における個人用の生産品と用具

e120 個人的な屋内外の移動と交通のための生産品と用具

e155 私用の建物の設計・建設用の生産品と用具
e310 家族
e580 保健サービス・制度・政策

b455 運動耐容能
b620 排尿機能
b710 関節の可動性の機能
b730 筋力の機能
b280 痛みの感覚
d240 ｽﾄﾚｽとその他の心理的要求への対処
d410 基本的な姿勢の変換
d415 姿勢の保持
d420 乗り移り（移乗）
d450 歩行
d465 用具を用いての移動
d470 交通機関や手段の利用
d510 自分の身体を洗うこと
d520 身体各部の手入れ
d530 排泄
d540 更衣
d550 食べること
d850 報酬を伴う仕事
d920 レクリエーションとレジャー
b130 活力と欲動の機能
b152 情動機能
d230 日課の遂行
d455 移動
d570 健康に注意すること
d640 調理以外の家事
d660 他者への援助
d710 基本的な対人関係
d770 親密な関係
b134 睡眠機能
b640 性機能

ICF リハビリテーションセット従来の実施計画書の項目

ミニマム
セット

追
加
項
目

ICFの普及を阻む点

項目の多さ
定義の複雑さ
評点のつけにくさ

ICFの臨床への普及・利用促進

ICF評価set (日本版)作成

普及のための2つの取組

既存scaleを用いた情報
収集systemの構築

ICFの評点容易化

対策

既存scaleを用いた情報収集system

• 既存scale項目とICFの項目との対応表

FIM
食べること 用具を用いての移動
飲むこと 登りおりすること
身体各部の手入れ 話し言葉の理解
自分の体を洗うこと 非言語メッセージの理解
更衣 話すこと
排泄 非言語メッセージの表出
排尿機能 日課の遂行
排便機能 基本的な対人関係
移乗 問題解決
基本的な姿勢の変換 記憶機能
歩行

FIMに相当
するICF項目

食事、整容、清拭、
排泄管理、トイレ動作、
移乗、移動、階段

Linking rules遵守

• 既存の評価スケール等をICFの項
目にリンクするためのルール

2002年(Cieza et al, J Rehabil Med)

2005年 (Cieza et al, J Rehabil Med)

2016年(Cieza et al, Disabil Rehabil)

このルールに基づいた項目リンク:
100件以上の論文報告

データ収集ツール作成

• データベースソフト使用

����



情報収集の流れ

• 既存のscale (FIM, MoCA etc)を入力
日本リハ医学会のデータベースと連動

ICFに集約

ICFの普及を阻む点

項目の多さ
定義の複雑さ
評点のつけにくさ

ICFの臨床への普及・利用促進

ICF評価set (日本版)作成

普及のための2つの取組

既存scaleを用いた情報
収集systemの構築

ICFの評点容易化

対策

ICFの評点容易化

• 簡潔で直感的な説明文の作成
simple, intuitive descriptions

「活力と欲動の機能:個別的なニーズと全体的な目標を
首尾一貫して達成させるような、生理的および心理的機
序としての全般的精神機能」では、わからない。

• 評点のガイドライン作成
「移動:這うこと、走ること、登ること、泳ぐことなど
歩行以外の移動手段」の中等度の問題(25-49%)とは？

簡潔で直感的な説明文
(Simple, intuitive descriptions)の作成

• 国際共同研究として、ヨーロッパ
を中心に各言語版、作成中

• 中国、イタリアに続き、日本も
• 日本リハ医学会、日本PT協会、
日本OT協会、日本ST協会から委
員の推薦を受け、20名の委員に
よる二日間のワークショップ

• 日本語版を完成

2014 in China

2015 in Italy

Prodinger et al, 2016

Selb et al, 2016

b130 活力と欲動の機能 自発的な生活を達成する精神機能
b134 睡眠機能 必要十分な睡眠
b152 情動機能 適切に感情をコントロールする機能
b280 痛みの感覚 痛みの存在
b455 運動耐容能 日常の身体活動に耐える体力
b620 排尿機能 日常に支障なく排尿する機能
b640 性機能 性行動に関する精神・身体機能
b710 関節の可動性の機能 関節の可動域と動きやすさ
b730 筋力の機能 日常生活に必要な筋力
d230 日課の遂行 日常生活上の活動を計画し、行う

Simple, intuitive descriptionsの検討・結果

以下、略

ICF評点(qualifier)の参考ガイド作成

• Swiss Paraplegic Researchの
統計家チームと作成した手順
簡潔で直感的な説明文を用い、
実際に患者を採点
採点者から報告を受ける
採点者を含めグループ議論
日本とスイスの専門家からの
フィードバック
参考ガイドを作成
検者間信頼性を確認

問題なし (0-4%)

軽度の問題 (5-24%)

中等度の問題 (25-49%)

重度の問題 (50-95%)

完全な問題 (96-100%)

詳細不明
非該当

0点
1点
2点
3点
4点
8点
9点

(qualifier)
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採点参考ガイド

• 推敲中
何を評価するか 評価す

る側面
何を完全な問題とす
るか

b130活力と
欲動の
機能

自発的な
生活を達
成する精
神機能

・対象者が自発的な生活を達
成するための精神機能（たと
えば日常の活動に対するモチ
ベーションや食欲）を喚起す
ることに、どの程度、どのぐ
らいの頻度問題を生じている
かを採点する。

・問題
の程度
・問題
の頻度

・完全な問題とは、
モチベーション・意
欲や食欲が常に全く
ない状態を指す。

b134睡眠機
能

必要十分
な睡眠

・必要十分な睡眠がとること
にどの程度、どのぐらいの頻
度で問題を生じているかを採
点する。

・問題
の程度
・問題
の頻度

・完全な問題とは、
毎日、全く寝られな
い状態もしくは完全
に睡眠リズムが崩れ
た状態を指す。

ICFの評点への移行

• Rasch分析を応用し、点数の分布から評点へ移行
（スイス、イギリスの統計専門家と共同で実施）

ICFの評点

Prodinger et al, 2016

現在、フィールド
テストを実施中
（10病院が参加）

ICFの普及を阻む点

項目の多さ
定義の複雑さ
評点のつけにくさ

ICFの臨床への普及・利用促進

ICF評価set (日本版)作成

普及のための2つの取組

既存scaleを用いた情報
収集systemの構築

ICFの評点容易化

対策

ICF臨床活用イメージ

• ICF評価set入力をささっと済ませると、計画書
等も出来上がり、データベースにも蓄積される

ICF評価set 
(日本版)の入力

リハ総合実施
計画書

リハ医学会
データベース

既存scaleを用いた
情報収集system ICFの評点容易化

今後の進捗

• 2017春 第一次フィールドテスト終了
データ分析、分析に基づく更新

• 2017夏 日本リハ医学会データベースと連動
急性期、亜急性期、慢性期等病期や疾患に応じた評価
セットのバリエーションの検討

• 2017秋 第二次フィールドテスト

ご清聴ありがとうございました

• リハ医療における｢本当に使えるICF｣を実現します。 
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ICF

1

ICF ICD10 WHO

ICF

2

ICF

b144

b110

b164

b110

b144

b176

b110

b176

b167

b147
3

ICF

b144

b156
b140

b110

4

ICF

b126 b130

b164

5

BPSD

BPSD( )

BPSD(Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia)

6
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ICF

ADL IADL 24

7

BPSD

BPSD

8

MMSE
Mini-Mental State Examination

11
30 24

9

MMSE ICF
MMSE

B1140 

b1141

b1400
3 b144

b167

d210
P.De Vriendt 
Conversion of the Mini-Mental State Examination to the International Classification  of Functioning,  Disability and Health Terminology and Scoring System,
Gerontology(2012)58:112-119

10

11

ADL IADL

Occupational Therapy

=ADL IADL
=

40.6.29)
12
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24 365 Occupation

Occupation

/

ADL
ADL

SST
/

ICF 14

15

B ICF

ADL/IADL

ICF

16

17

18
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86 :

19

( ) ( ) (

MMSE17
2m

( )

ADL

IADL

20

(
)

ADL/IADL

ADL/
IADL

:

21

28

4
OT

OT
ADL/IADL MMSE BI FAI ICF

A4 10

ADL IADL

22

1

ADL IADL

2

293

3

4
23

(%)
ICF 9 7.1
MMSE 19 15.0
HDSR 29 22.8
NM 8 6.3

8 6.3
CDR 3 2.4
N-ADL 8 6.3
BI 16 12.6
FIM 15 11.8
FAI 2 1.6
J-ZBI 1 0.8 24
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(%)
53 41.7
13 10.2
47 37.0
14 11.0

25

ADL/IADL

Mini Mental State Examination (MMSE) (ICF)
21 25

4 1 28 9 30
ADL/IADL

21 10 108

108
ADL/IADL 50 46.3%

26

ADL/IADL

27

ADL/IADL

ICF

31 29 28 15 14 9 9 8 7 5

% 62.0% 58.0% 56.0% 30.0% 28.0% 18.0% 18.0% 16.0% 14.0% 10.0%

31 (62.0%)
29 58.0% 28

56.9%

10

28

ADL/IADL

ICF
-

23 21 18 17 13 11 8 6 5 4 4

% 46.0% 42.0% 36.0% 34.0% 26.0% 22.0% 16.0% 12.0% 10.0% 8.0% 8.0%

23 46.0% 21 42.0%
18 36.0%

10

29

ADL/IADL

ICF

ICF

ICF

ADL/IADL

ADL/IADL

30
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4

27

6

75 79
75

75

75 100
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7 7

22
(2010)

27
(2015)

32
(2020)

37
(2025)

280 525 631 730

9.5% 16.0% 18.0% 20.6%

9

11
2016 12 2

12
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14

H10 , H15 , H20

15

2025

•

•

•

17 18

����



19
20
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27 28

29 30
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31 32

33

– 6)

ICF
ICF

35
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ICF

38
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ICF
ICF

ICF

ICF

����



80
DNR

DNR DNR 80

65 74

QOL

ICF
ICF

ICF
ICF

ICF

ICIDH
18

ICF

ICF

ICF

ICF
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ADL

ICF

ICF
QOL

QOL
ICF

FIM FIM
ICF

QOL

ICF
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ICF

ICF

ICF

ICF
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ICF

ICF
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ICF

ICF

ICF
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ICF
ICF

ICF
ICIDH

ICF
ADL

ADL
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QOL

10

ICF

ICF

ICF

ICD ICD11 ICF
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ICF

Rasch

95 ADL

WHO

1 2
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FIM

ICF

ICF

20,30 Rasch

ICF
OT PT

ICF

PT
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ICF
PT OT

FIM FIM

ICF

FIM 72
ICF

ICF
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PT OT ST
ICF

ICF
PT

OT

0.4 96
88
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